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＜連絡事項＞

・ストレッチャーが破損しています。必要時は北病棟エレベーター前にあるストレッチャーを使用して下さい。

・褥瘡発生時は必ず病棟の褥瘡委員にメール等で報告し、褥瘡発生報告書を作成・処置箋や必要な処方をもらう等しっかりと行っていきましょう。

・定期の心電図施行しています。

＜患者様連絡事項＞

・中田　徳子様～本日14時40分療養環境変更目的にて東病棟合併症室→南病棟Bユニット101号室へ転出となっている。

・下村　慶子様～ヒアルロン酸Na点眼液0.1％ 2本処方となる。

・中居　松男様～左膝の内出血に対し、ハップスター1P処方となっている。

・本堂　秀夫様～本日妻様が労災病院へ行き、先日の本人の検査結果を聞きに行くとの事。

・小出　秀男様～本日排便-6日目にて主治医へ情報提供しGE浣腸60ml処方・施行。反応便少量確認している。

・小澤　和子様～本日13時から27日14時までで外泊に行かれている。外泊時の注意事項説明している。

・小田　恵一郎様～退院について、西舘SWより御家族様へ連絡を取っており、8/31(木)14時退院予定、初外来9/8(金)11時30分予定となる。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞
・畑中　成夫様～Bユニットを窓越しに見て投げキスをしている事あり、介入にて一時的にやめるもすぐに同行為繰り返している。介入への粗暴性は無い。逸脱行為・問題行動があった場合は、その都度振り返っていただき、適切な判断と行動ができるように援助していく。

・澤村　彬　様～ホール内徘徊あるが他者トラブルは無い。他者とのトラブルにならないよう適宜介入し安全に生活できるように援助する事とする。

＜要注目患者様＞
・阿部　憲幸様～酸素マスク外し頻回の為、酸素止めとしているが酸素飽和濃度低下は無い。バイタルサイン異常無し。午前中清拭行っている。点滴ルート弄りあり、介入要している。点滴はトラブル無く施行。

・猪石　和宏様～来詰し訴え頻回に聞かれているが、傾聴・説明にて了解され、自ら切り上げる事で来ている。

・安達　貴浩様～午前はOTに参加されている。訴え多く、落ち着きの無さあるが他者トラブルは無く経過。

・中居　松男様～深夜帯にて不眠で経過され、2時30分継続指示のリスペリドン内用液(1)2P内服し5時に休まれていた。朝食時眠気強い様子で自力摂取出来ず、一部介助にて1/2程摂取。食後よりホール内徘徊・他室侵入あり、都度介入要している。

・木村　格治様～「毎日3～4回足を洗わないといけないんだ！」と声を荒げて話す事あるも主治医の説明(洗わずに乾かすようにとの事)にて渋々了解されている。

・中田　徳子様～バイタルサイン異常・酸素飽和濃度低下無く、各食主食1/2～全量、副食1/2摂取。時折独語あるも疎通は良好。本日南病棟へ転出となっている。

・澤上　芳子様～各食自力にて主食・副食1/3程摂取。むせ込みは無い。車椅子への移乗や歩行は時間が掛かるが行う事出来ている。バイタルサイン異常・酸素飽和濃度低下無し。

・玉岡　公子様～10時高田　マキ様と口論になり、水掛け行為あり。水を掛けた後、高田様より粗暴行為を受ける事あり、介入要している。介入にて距離を取って以降トラブルは無いが、多弁さは持続している。

・高田　マキ様～10時玉岡　公子様と口論になり、水を掛けられ、玉岡様への粗暴行為あり、介入要している。介入にて距離を取って以降はトラブル無く経過。

・野田　敏治様～妄想様の発言聞かれ、表情硬さあり。他者トラブルは無く経過。

＜安ヶ平Ｄｒ診察情報＞

・野田　敏治様～来週の定期薬よりエンシュアリキッドが2本/日→1本/日に変更となる。

・清水　進様～体重が減少している為、本日夕より大盛りへ変更となっている。

・玉岡　公子様～臨時薬はオランザピン10mgが止め、デパケンR 400mg追加となり、他同内容で処方、以後定期となっている。

＜田名部Ｄｒ診察情報＞

・石黒　理一郎様～臨時薬同内容で4日分処方となっている。

・小澤　和子様～臨時薬同内容で7日分処方となっている。

・川村　喜一様～臨時薬同内容で7日分処方となっている。

・瀧澤　杏奈様～臨時薬はユベラ150mgが止め、他同内容にて7日分処方となっている。

・猪石　和宏様～臨時薬はエビリファイ24mgが止め、アリピプラゾール24mg追加となり、他同内容で7日分処方。主治医よりリハプロ・OT導入開始許可となり、来週月曜日14時に作業療法見学予定となる。

・澤村　彬様～臨時薬はリーマス400mg→200mgへ減量、レボトミン50mg追加となり、他同内容にて7日分処方。

＜入院患者様情報＞

日時：8月25日　14：00

　　病棟：東病棟Aユニット　9号室

　　氏名：宮地　久美子様

生年月日：昭和42年11月20日(49歳)

　　性別：女性

　主病名：双極性障害

入院形態：医療保護入院（当院3回目）

　主治医：馬渡Dr

＜経過＞

　H29.2.1当院退院後は、訪問看護・青明舎・就労継続支援B型ラボーロを利用。外来通院も定期的に行い気分は安定。H29.5.20交通事故後、身体不調を理由に夫様のみの外来受診が多くなっていたが、目立った気分変動無く経過。8/9に夫様が再度交通事故を起こした事をきっかけに、精神的な負担が増強し不安の訴えが聞かれるようになっていた。

　H29.8.23訪問看護より情報提供あり、気分高揚・感情失禁がみられ、8/22からの怠薬を確認。H29.8.25外来受診に来院せず、訪問看護スタッフが自宅へ訪問し夫様付き添いにて受診。躁状態の再燃を認め、苛々感・多弁観念奔逸著明。日常生活へも大きな支障がある事から、夫様

の同意を得て同日14：00東Aユニットへ医療保護入院となる。
